
　

・小垣江小学校と、小垣江小学校周辺
（小垣江公園ホタル小屋･折戸川･湧水池）
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４年生

４年

愛知県刈谷市立小垣江小学校　
第４学年「よみがえれ！小垣江ヘイケボタル」

ホタルの飼育からはじまり、ほたる池の整備、川の調査に広がっている。調査結果から自分達
ができることを話し合い、いくつかのグループに分かれて活動を展開している点が高く評価さ
れた。活動４年目で地域との連携がとれ、地元の人から多く学んでいることも評価された。

なし

４月子どもたちは、「ホタルのために」折戸川の清掃活動をしている地元の人たちの事を知り、
自分たちももっとホタルの事を勉強しなくてはという気持ちが強くなった。小垣江地区の緑と
水を守る会（緑水保全会）の方からも教えて頂く事にした。そこで、「30年前の小垣江にはホ
タルが普通に飛んでいた事」を聞き、子どもたちは「自分たちもホタルのために、何かできる
事をしたい」という気持ちを強く持ち、それ以降の活動へとつながった。
４月には、子どもたちと緑水保全会の人たちが協力してホタル池を作った。そして子どもたち
がホタルについていろいろと学ぶにつれ、「ホタル活動を知ってもらいたい、ホタルの事を
知ってほしい」という思いを持ち、全校児童、地域の人へのホタルPR活動を行ったり、子ども
たちによる手作りのホタル観賞会を開いたりする事ができた。
ホタル飼育では、今年は5260匹の幼虫の孵化（昨年は400匹）に成功した。子どもたちは、毎
日飼育活動を行う中で、「折戸川では幼虫が育たないの？」という疑問を抱き、10月頃から
「小垣江町にホタルは育つだろうか」というテーマのもと、調査を始めた。そして、「ホタル
を守るためには、小垣江町をもっと良い環境にしなくてはいけない、そのためにはどうしたら
いいのだろう」と考え、調査結果をもとに何度も話し合いを行った。そして、ゴミ拾い隊・ザ
リガニ捕り隊・水をきれいにしたい隊・エサをふやし隊、子どもたちが考えた「ホタル守り
隊」の活動が始まり、現在も活動を継続中である。

本校は、刈谷市の南部に位置し、全校児童567人（20学級）の中規模校で、近くを折戸川が流
れている。４年前、小垣江地区の緑と水を守る会（緑水保全会）からホタルを守る活動を呼び
かけられ、この活動がスタートした。しかし、地域の方と一つになって、活動をする事がなか
なかできないのが現状であった。
今年度、初めて子どもたちと地域の人が「小垣江にもう一度ホタルを飛ばせたい」という同じ
願いのもと、一緒に活動を行う事ができた。４月「学校でもホタルが飛ぶ所を見たい！」とい
う子どもたちは、自分たちでホタル池を作った。そして、放流式、ホタルPR作戦、ホタル観賞
会、川の調査、ホタル守り隊活動（ごみ拾い、川の清掃活動）など、子どもたちの思いや考え
を大切にしながら、地域の方と一緒に活動してきた。今後も引き続き、折戸川の清掃活動や、
子どもたちが考えたいろいろな方法で、環境を少しでも改善していきたいと考えている。
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